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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月24日(2012.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　止具を打撃するブレードと、
　該ブレードが装着されると共に、該ハウジング内に配置されて移動軸上を往復動可能な
プランジャと、
　該移動軸上に配置され該プランジャが衝突して軸方向一方側死点を規定するバンパと、
　該バンパを受ける受面と、該受面に対して反バンパ側に位置し該移動軸方向を螺進退方
向とする第一ネジ部と、該受面に対して反バンパ側に位置するホルダ側座面とを有するバ
ンパホルダと、
　該第一ネジ部と螺合する第二ネジ部と、該ホルダ側座面と対峙しネジ部側座面とを有し
、該バンパホルダに対し移動軸周りに回転して該バンパホルダの該移動軸方向における位
置を規定するネジ部材と、
　該ホルダ側座面と該ネジ部側座面との間に配置された弾性体と、を備えることを特徴と
する打込機。
【請求項２】
　該バンパホルダは、該移動軸周りの一定の回転角の範囲において回転可能に該ハウジン
グに保持され、
　該ネジ部材は、該移動軸周りに回転可能であると共に該移動軸方向一方側へ移動不能に
該ハウジングに保持されていることを特徴とする請求項１に記載の打込機。
【請求項３】
　該ハウジングには、該ネジ部材の一部が外部に露出する開口が形成され、
　該ネジ部材は、該移動軸周りにおける外周に該ネジ部材を回転させる操作部が設けられ
ると共に該操作部が該開口から露出することを特徴とする請求項１または請求項２のいず
れかに記載の打込機。
【請求項４】
　該弾性体の該移動軸方向の変位に係るバネ定数は、該ホルダ側座面が該ネジ部側座面と
接触する場合における該第一ネジ部のバネ定数より小さいことを特徴とする請求項１乃至
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請求項３のいずれか一に記載の打込機。
【請求項５】
　該ホルダ側座面と該ネジ部側座面とが近接するように該ネジ部材に回転トルクが掛けら
れた状態において、該弾性体は弾性変形領域内にあることを特徴とする請求項１から請求
項４のいずれか一に記載の打込機。
【請求項６】
　該第一ネジ部は雄ネジから構成されると共に該ホルダ側座面から該移動軸方向一端側に
向けて突出し、
　該第二ネジ部は雌ネジから構成されると共に該ネジ部側座面に該雌ネジの開口が形成さ
れていることを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一に記載の打込機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　該弾性体の該移動軸方向の変位に係るバネ定数は、該ホルダ側座面が該ネジ部側座面と
接触する場合における該第一ネジ部のバネ定数より小さいことが好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また該第一ネジ部は雄ネジから構成されると共に該ホルダ側座面から該移動軸方向一端
側に向けて突出し、該第二ネジ部は雌ネジから構成されると共に該ネジ部側座面に該雌ネ
ジの開口が形成されていることが好ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　次に、図１０に比較例としてＯリングが無い状態による追い締め時の説明図を示す。図
１０（ａ）はバンパホルダ６５及びアジャスタ６６の上下及び前後に伸びる平面で切った
断面、図１０（ｂ）はホルダ部側座面６５Ｃ及びネジ部側座面６６Ｂの接触部分と雄ネジ
部６５Ｂとの断面である。雄ネジ部６５Ｂのバネ定数ｋ2、雄ネジ部６５Ｂの上下方向の
長さＬ2と定義する。雄ネジ部のバネ定数ｋ2は、バンパホルダ６５の縦弾性係数Ｅ2、雄
ネジ部６５Ｂの断面積Ａ2によって定められる。追い締め時、長さＬ2の雄ネジ部６５Ｂが
引張変形δ2を生じ、バネ定数ｋ2に比例した変形荷重ｆ2（=ｋ２×δ２）を生じる。さら
に、アジャスタ６６の接触面においての中心半径Ｒ2を採る位置には、変形荷重ｆ2に比例
した摩擦力μ2ｆ2が生じるため、追い締めが発生した状態でアジャスタ６６を回転させる
のに必要な回動トルクＴ2はＴ2=μ2ｆ2×Ｒ2=μ2ｋ2δ2Ｒ2となる。ここで中心半径Ｒ２

は、ホルダ部側座面６５Ｃ及びネジ部側座面６６Ｂの中心から、ホルダ部側座面６５Ｃ及
びネジ部側座面６６Ｂの接触部分の半径方向における中心までの距離である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６４】
　前述の定義に基づき、実際の値で比較する。バネ定数はＯリング６７がｋ１＝１８１Ｎ
／ｍｍ、バンパホルダ６５の雄ネジ部６５Ｂがｋ2＝１２８０×１０３Ｎ／ｍｍである。
摩擦係数はμ１＝０．２、μ2＝０．２である。そして、それぞれの変位量は、本発明に
おけるバンパホルダのガタ分での移動量である、δ１＝０．０５ｍｍ、δ２＝０．０５ｍ
ｍと設定する。また中心半径は、Ｒ１＝５．７５ｍｍ、Ｒ２＝７．５ｍｍである。この値
において、実施の形態における回動トルクは、Ｔ１＝１０．４Ｎｍｍとなる。なお、比較
例における回動トルクは、Ｔ２＝９６０００Ｎｍｍとなる。この比較例の状態では、作業
者がアジャスタ６６を調整することが不能になる。
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